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は じ め に

動 静 脈 奇 形 （ A r t e r i o v e n o u s   m a l f o r m a t i o n ,
A V M )   と は 胎 生 期 に お け る 脈 管 形 成 の 異 常 で あ
り 、 病 変 内 に 動 静 脈 シ ャ ン ト を 単 一 ～ 複 数 有 し 、
拡 張 ・ 蛇 行 し た 異 常 血 管 の 増 生 を 伴 う 高 流 速 血 管
性 病 変 で あ る 。
脈 管 の 増 殖 す る 種 々  の 病 変 に 対 し て 、 従 来 ． 血
管 腫 （ h e m a n g i o m a ) ． と い う 言 葉 が 慣 習 的 に 用
い ら れ て き た 。 し か し 、 こ の 用 語 は 先 天 性 病 変 で
あ る 形 に も 腫 瘍 性 病 が に も 用 い ら れ て き て い た

表 1   I S S V A 分 類
世 界 共 通 の 病 名 を 用 い て 血 管 腫 と 血 管 奇 形 を 区 別 し 、
適 切 な 臨 床 診 断 と 治 療 方 針 を 導 く こ と を 目 的 と す る .
血 管 腫 ： 脈 管 内 皮 細 胞 の 腫 瘍 性 病 変
奇 形 ： 先 天 的 な 脈 管 形 成 異 常

血 行 動 態 と 優 位 な 異 常 脈 管 に 基 づ き 細 分 類
低 流 凍
王 細 血 杏 形   ( C
静 脈 _ 形 （ V M )
リ ン パ 管 奇 形 ( L M )

高 流 速
動 静 脈 痩 （ A V F )
動 静 脈 谷 形   ( A V M )

た め 、 脈 管 病 変 に 対 す る 診 断 や 治 療 に 困 難 ・ 混 乱
が 生 じ て い た 側 面 が あ る .

T h e I n t e r n a t i o n a l S o c i e t y fo r t h e S t u d of

V a s c u l a r   A n o m a l i e s   ( I S S V A ) は ， 世 界 共 通 な
病 名 を 用 い て 、 脈 管 病 変 を 脈 管 内 皮 の 増 殖 性 疾 患
で あ る 腫 瘍 と 先 天 性 の 脈 管 形 成 異 常 を 区 別 し 、 適
切 な 臨 床 診 断 と 治 療 方 針 を 遵 く こ と を 目 的 と し て

表 2

動 静 脈 容 形 に 高 類 度 に 見 ら れ る 病 理 所 見
1 . 動 脈 ・ 静 脈 の 密 度 増 加 ・ 屈 曲 蛇 行 ・ 拡 張 ・ 求 心 性
肥 大

2 .   動 静 脈 の 中 間 的 な 異 常 血 答
3 .   A V シ ャ ン ト

分 類 を 提 唱 し て き て い る 。
T S S V A   分 粨 で は 脈 管 奇 形 を 血 行 動 能 と は 付 な る 機 会 も 少 な い 。 動 静 脈 の シ ャ ン ト 以 外 に ど の よ
異 常 脈 管 に 基 づ き 細 分 類 し 、 低 流 速 病 変 に は 、 モ う な 組 織 所 見 が あ る か 詳 説 さ れ た 文 献 も 非 常 に 少
細 血 管 奇 形 ・ 静 脈 奇 形 ・ リ ン パ 管 奇 形 が 、 高 流 速 な い 。 臨 床 的 な 病 態 や 画 像 所 見 と 組 織 所 見 が ど の
病 変 に は 動 静 脈 奇 形 ・ 動 脈 が 分 類 さ れ て い る 、   よ う に 相 関 し て い る の か 不 明 な 点 が 多 々  あ る .
( 表 1 ) . 今 回 我 々  は 北 南 病 院   血 管 腫 ・ 血 管 奇 形 セ ン タ
動 静 脈 咨 形 ( a r t e r i o v e n o u s   m a l f o r m a t i o n . ー で 2 0 1 4 年 1 月 ～ 2 0 1 8 年 9 月 に 臨 床 的 動 静 脈 奇

A V M ) は 、 動 脈 と 静 脈 が 手 細 血 管 を 介 せ ず 直 接 形 と し て 治 療 ・ 切 除 術 を 受 け た 4 0 例 弱 の 症 例 を 対
連 絡 す る 病 変 と 定 義 さ れ て い る ． A V M は 稀 な 疾 象 と し て 病 理 組 織 学 的 所 見 に つ い て 解 析 し た の で
患 で あ り 、 A V M の 検 体 が 病 理 診 断 科 に 提 出 さ れ 報 告 す る 。
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止 南 病 院   血 管 腫 ・ 血 管 奇 形 セ ン タ ー で 2 0 1 4 年
1 月 ～ 2 0 1 8 年 9 月 に 動 静 脈 奇 形 と し て 治 療 ・ 切
除 術 を 受 け た 症 例 3 9 症 例 （ 述 べ 手 術 件 数 約 8 0 例 ）
性 別 は 女 性 2 1 名 、 男 性 1 8 名 で あ っ た 。 当 院 で の
初 回 切 除 手 術 時 の 年 齢 は 乳 児 か ら 7 0 代 以 上 ま で 、
あ ら ゆ る 年 齢 層 に 及 ん で い た が 、 2 0 代 の 症 例 が 比
較 的 多 か っ た 。
切 除 手 術 ま で の 前 治 療 と し て は 硬 化 療 法 ・ 動 脈
塞 栓 術 が 多 く 、 次 い で 切 除 ・ レ ー ザ ー 治 療 な ど を
受 け ら れ て い た 。

組 織 学 的 檢 討 方 法

組 織 学 的 特 徴 を 抽 出 す る た め に ， 切 除 標 本 に 以
下 の よ う な 各 種 染 色 を 行 っ た 。
異 常 血 管 の 組 織 機 築 の 検 討 の た め に H E 染 色

動 脈

内 弾 性 板   中 膜
内 膜

静 脈

外 膜
中 漠

動 脈 ： 中 膜 平 滑 筋 が 発 達
內 弾 性 板 が 発 達

静 脈 ： 中 膜 平 滑 筋 は 薄 い
内 弾 性 板 は な い

A .   正 常 の 動 静 脈 の 構 造 ： R o b b i n s   &   C o t r a n   P a t h o
logic Basis of Disease 7th edition Ш % I /

A Z A N 染 色 を 行 っ た 。   ま た 、 病 変 を 構 成 す る 脈
管 内 皮 の 性 格 を 検 討 す る た め に ， C D 3 1 ， C D 3 4 ,
D 2 - 4 0 .   S M A ,   G l u t - 1 . K i - 6 7 な ど の 免 疫 染 色 を
行 っ た 。

B . 静 脈 中 膜 乎 滑 筋 屈 の 肥 大
図 2

2 5 % で 確 認 で き た の に と ど ま っ て い た 。 一 方 で 動★

脈 と も 静 脈 と も 決 定 し が た い 中 間 的 な 異 常 な 血 管
動 脈 ・ 静 脈 の 密 度 増 加 ・ 屈 曲 蛇 行 （ 図 1 A ・ 1 B ) ・ が 切 除 検 体 の 約 3 分 の 1 の 症 例 で 認 め ら れ た 、 典
拡 張 ・ 求 心 性 肥 大 （ 図 2 B ） な ど が 、 全 切 除 検 体   型 的 な 動 脈 で は 、 中 膜 平 滑 筋 の 発 達 が 良 好 で 、 内
の 約 7 0 % に 認 め ら れ た 。 動 静 脈 奇 形 の 診 断 に 必 須   膜 と 中 膜 の 間 に 内 弾 性 板 が 存 在 し て い る 。 対 し て
と 老 え ら れ る 典 型 的 な A V シ ャ ン ト ( 図   3 C ）   は , 典 型 的 な 静 脈 で は 、 動 脈 に 比 較 し て 中 膜 平 滑 筋 は
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図 3

A .   中 膜 平 滑 筋 層 の 厚 さ が 著 し く 不 均 一 な 血 管
B .   平 滑 筋 層 が 乏 し く て も 弾 性 板 が 発 達 し て い る 血 管 ・
C .   平 滑 筋 が 発 達 し 内 弾 性 板 の あ る 動 脈 と 平 滑 筋 が 疎 で 内 弾 性 板 の な い 静 脈 が 連 続 す る   A V   s h u n t

薄 く 、 疎 に 存 在 し 、 内 弾 性 板 を 認 め な い ( 図 2 A ) .
動 静 脈 奇 形 の 切 除 検 体 で は ， 同 一 の 血 管 の 平 滑
筋 の 厚 さ が 極 端 に 不 均 一 な 血 管 ( 図 3 A )   や ． 中
膜 平 滑 筋 が ほ と ん ど な い に も 拘 わ ら ず 、 内 弾 性 板
が 非 常 に 発 達 し て い る よ う な 異 常 な 血 管 ( 図   3 B )
な ど が 認 め ら れ た 。
そ の 他 に 頻 度 は 少 な い が 、 分 葉 状 の 毛 細 血 管 あ
る い は 小 静 脈 の 集 簇 や 、 血 管 内 に 別 の 小 血 管 が 入
れ 子 状 に 存 在 し て い た り 、 複 数 の 小 血 管 が 弾 性 板
様 の 囲 み の 中 に 入 れ 子 状 に 存 在 す る 特 異 な 構 活 も
認 め ら れ た 。
ま た 、 い わ ゆ る 海 綿 状 血 管 腫 様 の 構 造 を 持 つ 症
例 も 散 見 さ れ た 。 ま た 、 骨 格 筋 な ど の 近 傍 組 織 に
染 み 入 っ て い く 様 な 毛 細 血 管 の 増 生 を 示 す 症 例 も
認 め ら れ た 。

稀 な 脈 管 疾 患 で あ る 動 静 脈 奇 形 に つ い て 組 織 構
築 の 特 徴 を 検 討 し 、 抽 出 し た 。
動 静 脈 奇 形 切 除 検 体 に は 多 彩 な 組 織 所 見 が 認 め
ら れ た が 、 頻 度 の 多 い 所 見 と し て は 、 1 . 動 脈 ・
静 脈 の 密 度 增 加 • 屈 曲 蛇 行   ． 拔 張   ． 求 六 性 肥 大
2 .   動 静 脈 の 中 間 的 な 異 常 血 管 、 3 .   A V シ ャ ン ト
で あ る こ と が 分 か っ た 。
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